
①クライアント役とサーバー役を決める

②クライアント役、サーバー役それぞれがプログラミング

③クライアント→サーバーにデータを送る

④サーバーで処理しクライアントにデータを送る



クライアント側 サーバー側

自分のＩＰアドレス

サーバー側のＩＰアドレス

ログの表示 ログの表示

画面構成



例１：明るい時

「１」の信号がサーバーに送られる①

サーバーは「１」を受信したので歩行者信号機の
プログラムをクライアントに送り、そのままオーロラクロックへ転送される。

②

プログラム例

クライアント側 サーバー側

センサを使ってサーバー側に
送るデータを変える

送られたデータによって送り
返すデータを変える



①クライアント役（センサ・アクチュエータ）とサーバー役を決める

②クライアント役、サーバー役それぞれがプログラミング

③クライアントＡ→サーバーＢにデータを送る

④サーバーで処理しクライアントＣにデータを送る

Ａ Ｃ

Ｂ
センサ

アクチュエータ

判断



センサを使ってサーバー側
に送るデータを変える

クライアント側 サーバー側

送られたデータによって
送り先、方法を変える

プログラム例



双方向プログラム

駅・線路上・踏み切り
身寄りの無いお年寄りの家
建物出入り口

住宅・事務所
水産養殖場

深海・活断層付近
高速道路

屋内栽培場
屋内照明

建物の出入り口

研究室や会社のカードスリット
衣料関係の縫製工場

クレーン
船舶・列車

緊急停止ボタンで事故や災害を知らせる
非常ボタンで体調の具合を知らせる
入場者数を知らせる

警備会社等への通報

火災報知機で火災を知らせる
養殖適温の異常を知らせる

消防署・管理者等への通報

地震の発生を知らせる
交通量の測定を知らせる

災害センター・高速道路管理センター等への通報

栽培物へあたる照度を知らせる
建物内の照度を知らせる

栽培管理センター

利用者の入場者数を知らせる
警備員室等への通報

入室者の身元を知らせる
縫い針やまち針の取り忘れを知らせる

警備員室・生産管理者等への通報

異常な傾きを知らせる

押しボタンセンサ

温度センサ

音・振動センサ

光センサ

赤外線センサ

磁気センサ

傾きセンサ

使用場所 状況 使用センサ



まとめ

・オーロラクロックに付属するSF-16(オーロラクロック２N制御ソフト)は新学習指導要

領 D(1)～(3)を包含しております。

・SF-16のネットワーク通信ではメッセージの通信とプログラムの通信が可能です。

・通信する人数も2人、3人と限定ではなくクラス全員でネットワーク通信することも可

能です。

・身の回りで制御されている仕組みを理解させる学習課題からさまざまなセンサを使

用した実社会のネットワークを考えさせる学習課題へと発展させたカリキュラムデザ

インです。

• スイッチセンサ
• 傾き（振動）センサ

• 赤外線センサ

• 圧力センサ
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